
 

 

 

＊稲刈り完了＊ 

１０月２２日（木）に、農業ボランティアの若色さん、半田敏一さん、半田

知久さんにご協力いただき、稲刈りをしました。最初に、１、６組が参加し

て、「はじめの会」が行われました。若色さんから、稲の刈り方や注意点

などについて説明いただいた後、いよいよ稲刈りのスタートです。１クラ

ス６列ずつの分担があり、まずは、１、６組から始めました。 

続いて、２、３組の番です。何と言っても

驚きは、３組の稲刈りの手際のよさです。そ

の手際の良さは学年一！みんなびっくりし

ていましたよ。そして、実行委員のみなさん

は、全クラスの稲刈りのサポート役として、

ひたすら、刈り取った稲をコンバインに運ぶ

仕事をしていました。本当にお疲れ様です。 

最後は、４、５組でした。４クラス

が刈ったあとの残りの稲を全てき

れいに刈ってくれました。そして、

稲刈りが無事に終了しました。そ

の後、４、５組が参加して「おわり

の会」を行いました。その会で、福

祉ボランティア委員会で作成

したしおりを感謝の気持ちを

込めて渡しました。 

農業体験実行委員の人た

ちは、落ちている稲がないか

を探したり、みんなが使った

鎌をきれいに洗ったり、最後ま

でしっかり頑張っていました。

お疲れさま!! 給食で収穫した

お米が出てくるのが楽しみで

すね。そのときは、一粒残らず

きれいにいただきましょう。 
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今回、農業体験で学べたことは、

米へのありがたみです。小学生のと

きは「こうやって米を育ててるん

だ」ぐらいしか考えたことがなかっ

たけど、中学生になって改めてコメ

の大切さを学ぶことで、食への関心

が高まるんだなと思いました。 

定期的に稲の観察をすることで、稲の生長がよく分かった

し、稲を部分的に観察すると、変化がよく分かっておもしろ

いと思った。稲の生長する姿を見て、もうすぐ収穫だと思い

食べる日が楽しみになった。できれば田植えもしたかったけ

れど、稲刈りだけでも行うことができて良かったと思う。稲

刈りをするにあたって、田んぼを管理してくれた人たちや実

行委員の人たちに感謝しないといけないと思う。 

いつも私達が食べているお米や野菜は地域の方が大切に育てて

いるのだと分かった。そして、今回の活動を通して、農業の大変

なこと、大切さを知ることができた。稲のことについて知って、

びっくりしたのが、意外に稲が生長するのが早かったことで、最

初に観察したときは、20 数㎝だったので、すぐに 90㎝以上ま

でいってびっくりした。あと、稲を刈るのが意外と難しかった。

一発で切れないし、鎌にひっかかったりするから、上手く力をか

けて、一瞬で引かないと切れなかった。今年は田植えができなか

ったけど、農業体験でいろんなことが学べたから良かった。 

農業体験で学んだことは、農家さんへの植物への『愛』で

す。小学校で学んだことから考えても、米を育てるのはすごく

大変なことだと思います。それでも、あの量の稲を全て大きく

育てていて、どんなことがあってもたくさんの『愛情』を注い

であそこまで大きく育てたんだなぁと思いました。 

稲の観察をたくさん

して、小学校であまり

良く観察をしなかった

ので、今回中学校で観

察する機会ができて良

かったです。いろいろ

な発見がありました。

そして、稲の生長が見

られて良かったです。

日々、稲の生長を見る

のを楽しみにしていま

した。 

稲刈りは小学校の頃から何度もやっ

ていたけれど、コンバインを使った稲

刈りは初めてでした。いつも食べてい

るお米ですが、こうして農家の方が一

生懸命作っているのだと実感しまし

た。また、小学校の頃と違ったこと

は、コンバインだけではありません。

刈る稲の数が多かったところも違って

いました。今回の稲刈りを通して学ん

だ農家の方たちの苦労や、毎日お米が

食べられることのありがたさを常に自

覚し、お米を味わって食べたいです。 


